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第 3122例会 令和 8 年 1 月 28 日（水）
　（本年度第 22 回）

点　鐘 谷口一成 会長
司会と斉唱 帯谷昌充 会場監督 

河内辰夫 ソングリーダー
　「それでこそロータリー」

出席報告
会員数 38 名 出席 24 名 欠席 14 名

　（対象外 1 名） 出席率 64.86%

前々回訂正 欠席 12 名 MAKE UP 1 名

　（対象外 1 名） 訂正出席率 72.97%

お客様紹介 谷口一成 会長
川崎 RC・会長 川崎市スポーツ協会 会長 中山紳一 様
川崎 RC 川崎商工会議所 会頭 窪田雅己 様
川崎 RC 地区米山奨学委員会 米山学友委員長 沼りえ 様
谷口会長ゲスト 株式会社タイツウ常務取締役 小林健 様
谷口会長ゲスト 大同生命 佐藤伸子 様
大西会員ゲスト 社会保険労務士 菊川洋平 様
クルーズ会員ゲスト 東京科学大学 常勤監事 
　カルッツ川崎 名誉館長 小倉康嗣 様
クルーズ会員ゲスト Y.connect ( ワイコネクト ) 代表 
　かわさき未来塾代表 山中章宏 様
クルーズ会員ゲスト 川崎新田ボクシングジム代表 
　かわさきスポーツアンバサダー 新田渉世 様
クルーズ会員ゲスト 株式会社上田企画 代表取締役 
　原晃子 様
クルーズ会員ゲスト 株式会社プライア・コンサルタント 
代表取締役 工学博士 厳駿 様
川崎北 YOKOHAMA ロータリー衛星クラブ 副議長 
　高田修 様

会長報告 谷口一成 会長
今日は特に，吉田さんの卓話を長くやっていただくということ
で会長報告はございません。
今日は高田副議長来てますが、我らの川崎北 YOKOHAMA ロー
タリー衛星クラブのチャーターナイトが 2 月 13 日 18 時から
です。ロイヤルホール横浜で開かれますので、皆様ぜひご参加
よろしくお願いしたいと思います。

幹事報告 松山直樹 幹事
1. 地区からの来信

① 6 月 13 日～ 17 日台北にて開催のＲＩ国際大会へのご参加
と、地区ツアー地区ナイト申込について再度確認をさせていた
だきます。
・ 地区ツアー申込（地区ナイト込み）：大塚ガバナーご夫妻・

横山地区幹事・松波会員
・ 個人手配で参加・地区ナイト申込：谷口会長、野口隆一会長

エレクト、帯谷会員、峯岸会員、妻鹿会員とご家族
・ 川崎北 YOKOHAMA ロータリー衛星クラブ：高田修会員、石

橋玲子会員
・国際大会への参加表明：川野正久ＰＧ（ツアー検討中）
その他、参加を検討されている方がいらっしゃいましたら、幹
事までお知らせ下さい。

2. 他クラブ例会臨時変更　
●川崎 RC
2 月 12 日 ( 木 )　休会
2 月 26 日 ( 木 )　川崎マリーン RC と合同例会　川崎日航ホテ
ル　点鐘 12：30
●川崎高津 RC
2 月 12 日 ( 木 )　移動例会　親睦日帰り旅行：鎌倉
●川崎高津南 RC
2 月 16 日 ･23 日 ･3 月 16 日 ･30 日 ( 月 )　休会
●川崎大師 RC
2 月 18 日 ( 水 )　第 53 回創立記念例会 ヨコハマ グランド イ
ンターコンチネンタル ホテル　点鐘 18：00
2 月 25 日 ( 水 )　事務局例会　Zoom 併用
●川崎麻生 RC
2 月 20 日 ( 金 )　創立記念例会　東京国際ゴルフ倶楽部レスト
ラン 点鐘 18：00

3. 例会等のご案内
2 月 4 日 ( 水 ) 例会前 11：15 ～　理事会

「テラスルーム」 
例会プログラム：入会卓話：原浩子 会員　例会後、被選理事会
2 月 11 日 ( 水 )　休会（祝日）
2 月 13 日 ( 金 ) 川崎北 YOKOHAMA ロータリー衛星クラブ　
チャーターナイト　18：00 ～ 20：00
ロイヤルホールヨコハマ５階「リビエラの間」
登録料：20,000 円
 2 月 18 日 ( 水 )　オープン例会：夜間例会　二子玉川エクセ
ルホテル東急　点鐘 18：00



今後の予定
2 月 11 日 休会
2 月 13 日 川崎北 YOKOHAMA ロータリー衛星クラブ 

チャーターナイト 18：00 ～ 20：00

ニコニコレポート 菅沼舜 副会場監督

川崎RC 中山紳一 様
川崎北 YOKOHAMA ロータリー衛星クラブの設立、誠におめで
とうございます。本日は川崎フロンターレ吉田社長の卓話を拝
聴させて頂きに参りました。よろしくお願いします。

川崎RC 沼りえ 様
本日は川崎フロンターレ吉田社長の卓話、楽しみにしています。

川崎北YOKOHAMAロータリー衛星クラブ副議長、高田修 様
2 月 13 日の川崎北 YOKOHAMA ロータリー衛星クラブの創立
記念式典にご参加の皆様、宜しくお願い致します。

谷口一成 会長、クルーズ由美子 副会長、松山直樹 幹事
本日は多くの方々にご来会いただきありがとうございます。本
日の卓話は、株式会社川崎フロンターレ代表取締役吉田明宏会
員による、普段はお聞きできない特別なお話が聞けますので、
楽しみにご参加ください。吉田会員宜しくお願い致します。

川野正久 君
川崎フロンターレ社長吉田会員の卓話楽しみにしておりました。
よろしくお願い致します。川崎商工会議所 窪田会頭のご出席あ
りがとうございます。ご参加いただきましたロータリアンの皆
様のご出席にも厚く御礼申し上げます。

大塚正一 君、横山芳春 君
本日はオープン例会に大勢ご出席いただきありがとうございま
す。吉田会員の卓話楽しみにしております。

地区RLI委員会 半澤剛 君
ご来会の皆様、ようこそいらっしゃいました。実は 2 月 8 日
( 日 )、聖光学院で卒後コースを開催します。各クラブからのご
参加をお願いしております。どうぞご参加下さい。

親睦委員会 原浩子 君、河内辰夫 君、松波登 君、大西陽子 君、清川大輔 君
今日は沢山のゲストにお越しいただき、有難うございました。
フロンターレ川崎の卓話と北ロータリークラブのお食事をお楽
しみ下さい。

SAA 帯谷昌充 君、菅沼舜 君
ご来会の皆様、本日はようこそお越しくださいました。吉田さ
ん、卓話楽しみにしています。

卓話 吉田明宏 会員
「川崎フロンターレの 30 年と世

界との差」

　川崎フロンターレはスポーツの力で
人とこの街をもっと笑顔にするといっ
たミッションを抱えています。そして
市民と地域に愛され、親しまれ、誇り
となるクラブということが我々のフロ
ンターレです。武田さんの時代に作っ
たミッションです。この方針の下、フ
ロンターレは 30 年間活動してきまし
た。365 日、市民の皆様の日常に寄
り添い、スポーツを通じて健康寿命を
伸ばしていくというお手伝いをしたいという思いで、少年少女の
サッカースクールから、健康教室まで、日々様々な活動を行って
おります。

　川崎市は東京と横浜に挟まれた場所で、どちらかというと南北
に長くて細長い地形です。そのためか、なかなか一体感を表せな
いこともあるようです。プロスポーツチームがすぐに移転してし
まうという、スポーツマーケットを育てにくい土地とも言われて
おりました。我々の前にいた J リーグのヴェルディ川崎が東京に
移転してしまったということが、川崎市民にとっては大きなトラ
ウマになっているというように考えております。そのような中
で、多くのファンやサポーターにご支援いただき、我々フロンター
レは、前身である富士通サッカー部創設から今年で 71 年目です。
そして、今年は川崎フロンターレとして生まれ変わってから記念
すべき 30 周年です。その間、2017 年には J リーグの優勝を成
し遂げることができました。そこから 7 つのタイトルを獲得して、
昨年 2025 年にはクラブのアジア王者を決める AFC アジアチャン
ピオンズリーグエリートという大会で、クラブ史上最高位となる
準優勝という成績をとることができました。スタジアム平均入場
者数が 4000 人を下回ることもあった時代もありましたが、昨年
は年間で延べ 41 万人以上、という結果になりました。決算から
みても、この 30 年間に 6 倍以上の成長が起こったということで、
この成長率は J リーグの全クラブの中でも最も高いものです。

　J リーグクラブの収益について言えば、アメリカのスポーツ市
場と比べてみると、その差が顕著に表れます。欧州ではスポーツ
コンテンツを有料視聴することが習慣化されています。スポーツ
を無料で楽しむという時代はもう終わってきているということで
す。また、放映権料が高騰する要因にスポーツ賭博もあります。
欧米ではスポーツ賭博が合法化されており、試合を見ながらオン
ラインで賭けをしたい視聴者も多い訳です。試合中継を見たい人
が多くなれば、そのコンテンツの人気が上がり、放映権料も高騰
していきます。日本ではまだ合法化されていません。もし日本で
も合法化されれば、それに合わせて、スポーツ振興への大きな投
資が可能になり、選手強化への大きな支援になります。日本も世
界の潮流にもっと敏感になって、経済社会の変化をよく見て、こ
の問題を考えないといけないと思います。

　30 年前 J リーグができた頃、世界中のスーパースターが日本
に来ました。その頃の日本は買い手市場でした。その後、日本経
済の低迷もあって、J リーグは完全に選手の売り手市場になって
しまいました。
　サッカー選手はクラブと複数年契約します。その期間中はもち
ろん移籍はできません。ただし、その契約の中に、契約を解除で
きる契約解除金という項目があります。移籍したいけど、設定し
た契約解除金を移籍先のクラブが満額払えない場合は、値下げ交
渉がクラブ間で発生することがあります。そうなると、もう本当
に我々としては苦しい立場になってしまいます。今、森保さんの
日本代表チームは、ほぼ海外でやっている選手しか代表にとらな
い。どんなに優秀な選手でも、日本でやっているとなかなか代表
に選んでもらえない。だから、とにかく海外にみんな行きたがり
ます。そんなに憧れているのだったら行かせてあげたいという気
持ち、親心です。しかし、手塩にかけて中学生の頃からずっとお
金をかけてようやくプロになったと思ったらチームから出ていっ
てしまう。この葛藤が本当に一番辛い仕事です。

　ただ見方を変えると、選手の育成力やクラブの哲学が世界の

チームに評価してもらえているとも、個人的に感じております。
世界で戦える人材を今後も輩出していくということも、これから
のフロンターレの柱でもあります。
　地域に愛されること、魅力的なサッカーでファンを増やしてい
くこと、人材養成。この 3 本柱でクラブをさらに高めていきたい
と思っております。

　とはいえ、J リーグも手をこまねいているだけではありません。
現在進めているのは、秋春制シーズンへの移行ということです。
2025 年までは 2 月に始まって 12 月に終わっていました。ヨー
ロッパとは異なります。8 月、9 月に始まって翌年の 5 月に終わ
るというシーズンです。なぜこのシーズンに合わせることが大
きな転換点になるかというと、ヨーロッパのクラブが日本選手
を持っていってしまうのが 7 月、8 月です。しかし、その時期
は、日本ではちょうどシーズンのど真ん中です。それをやられる
と、シーズンの一番いいところで、大事な選手がいなくなってし
まいます。これを海外と同じシーズンにすることにより、抜かれ
たら抜き返す、別の選手を取るという戦略がとれます。これによ
り、クラブ編成が容易になるということです。

　今年はワールドカップがあります。ワールドカップが終了する
と、年齢的に次のワールドカップの出場は厳しいだろうと思われ
る 30 歳を過ぎた選手たちが、多分日本に戻ってきます。最後は
やっぱり日本でやりたいと思っているのです。そういう選手たち
をどうやって獲得するかということが、今年の夏の楽しみのひと
つです。




